
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は

月

～

11

23

日
、
東
京
目
黒
で
２
０
１

24３
年
度
組
合
員
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
セ
ミ
ナ
ー
で
の
講
演

は
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
沿
線
住

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
共
同
代
表

・
天
野
捷
一
氏
よ
り
「
リ
ニ

ア
は
要
ら
な
い
～
市
民
は
な

ぜ
立
ち
上
が
っ
た
か
！
」
、

原
発
は
い
ら
な
い
福
島
の
女

た
ち
・
黒
田
節
子
氏
よ
り

「
福
島
の
声
を
聞
い
て
！
現

地
は
い
ま
…
！
」
の
２
つ
の

課
題
に
つ
い
て
受
け
ま
し

た
。天

野
代
表
は
、
「
Ｊ
Ｒ
東

海
の
経
営
陣
は
上
か
ら
目
線

と
し
か
思
え
な
い
。
東
海
道

新
幹
線
の
利
益
で
リ
ニ
ア
を

つ
く
る
の
だ
か
ら
、
利
用
者

の
意
見
を
聞
く
べ
き
。
山
田

社
長
の
『
リ
ニ
ア
は
ペ
イ
し

な
い
』
発
言
は
、
国
費
を
使

う
サ
イ
ン
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
『
環
境
影
響
評
価

準
備
書
』
で
は
、
動
植
物
が

馴
致
（
じ
ゅ
ん
ち
＝
慣
れ
る

こ
と
）
す
る
だ
ろ
う
と
言
わ

れ
て
い
る
。
人
間
が
慣
れ
て

は
い
け
な
い
。
ト
ン
ネ
ル
残

土
は
５
０
０
０
万
㎥
（
諏
訪

湖
の
水
量
と
同
じ
）
以
上
、

１
千
万
台
以
上
の
工
事
車
両

が
走
り
、
ま
た
立
坑
付
近
の

住
環
境
が
悪
化
す
る
。
沿
線

住
民
に
と
っ
て
百
害
あ
っ
て

一
利
な
し
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
大
事
業
の
裏
に
は
不
都

合
な
真
実
が
隠
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
今
後
も
皆

さ
ん
と
共
に
闘
っ
て
い
く
」

と
訴
え
ま
し
た
。

黒
田
氏
は
、
「
福
島
か
ら

避
難
し
た
く
て
も
避
難
で
き

な
い
事
情
が
あ
る
。
異
端
視

さ
れ
る
で
は
な
い
か
と
い
う

思
い
、
仲
間
と
離
れ
た
く
な

い
思
い
、
住
宅
ロ
ー
ン
や
仕

事
な
ど
の
事
情
が
あ
る
。
避

難
民
は

万
人
と
言
わ
れ
て

16

い
る
が
、
自
主
避
難
の
人
た

ち
は
そ
の
数
字
に
は
入
っ
て

い
な
い
。
自
主
避
難
を
し
た

く
て
も
で
き
な
い
家
庭
が
多

い
。
子
供
た
ち
の
た
め
に
も

各
家
庭
の
判
断
に
ま
か
せ
る

べ
き
で
は
な
い
。
長
崎
大
学

山
下
教
授
は
『
事
故
後
４
年

は
小
児
甲
状
腺
ガ
ン
が
発
生

し
な
い
』
と
言
う
が
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
事
故
の
翌

年
に
４
倍
に
増
え
た
。
福
島

第
一
原
発
事
故
発
生
後
９
ヶ

月
ま
で
に
作
業
員
２
万
人
の

う
ち
、
半
数
が
白
血
病
の
労

災
認
定
基
準
値
を
超
え
被
爆

し
た
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原

子
力
機
関
）
が
福
島
入
り
す

る
予
定
だ
が
、
原
発
稼
働
目

月

日
、
東
京
・
日
比

11

21

谷
野
音
で
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
秘

密
保
護
法

・

大
集
会
」

11

21

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集
会

に
は
、
約
１
万
人
の
労
働
組

合
、
市
民
団
体
な
ど
が
結
集

し
ま
し
た
。
当
日
は
東
京
だ

け
で
な
く
、
全
国

ヶ
所
で

14

特
定
秘
密
保
護
法
案
の
廃
案

を
目
指
す
集
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
、
Ｊ
Ｒ
総

連
の
仲
間
と
共
に
約
３
０
０

名
で
参
加
し
ま
し
た
。

に
非
難
を
浴
び
せ
た
。
「
政

治
利
用
、
非
常
識
行
為
、
辞

職
も
の
…
」
な
ど
、
言
い
た

い
放
題
だ
▼
し
か
し
、
山
本

議
員
が
渡
し
た
手
紙
の
内
容

に
対
し
て
は
、
一
切
批
判
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
手
紙
の
内
容
が
正

義
を
貫
い
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
福
島
第
一
原
発
事
故
で
、

避
難
し
た
人
た
ち
や
、
作
業

員
の
立
場
に
立
ち
、
マ
ス
コ

ミ
が
報
道
し
な
い
現
実
を
明

ら
か
に
し
た
も
の
と
い
わ
れ

て
い
る
▼
そ
も
そ
も
、
マ
ス

コ
ミ
が
原
発
事
故
の
実
態
を

報
道
し
た
り
、
避
難
民
の
た

め
に
東
電
や
政
府
に
言
う
べ

き
こ
と
を
言
え
ば
、
わ
ざ
わ

ざ
山
本
議
員
が
苦
労
す
る
こ

と
は
無
か
っ
た
は
ず
だ
。
筆

者
は
山
本
議
員
の
勇
気
あ
る

行
為
に
賛
同
す
る
▼
山
本
議

員
が
天
皇
陛
下
に
伝
え
た
か

っ
た
内
容
は
、
権
力
者
に
と

っ
て
は
都
合
が
悪
い
と
想
像

で
き
る
。
権
力
者
は
臭
い
も

の
に
蓋
を
す
る
体
質
に
な
っ

て
い
る
と
い
え
る
▼
作
家
・

佐
藤
優
氏
は
「
山
本
議
員
の

手
紙
事
件
へ
の
評
価
は
ネ
オ

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
兆
候
だ
」
と

述
べ
た
。
核
工
場
た
る
原
発

に
反
対
す
る
人
は
、
権
力
者

に
と
っ
て
は
邪
魔
者
だ
ろ

う
。
戦
前
、
反
軍
演
説
を
行

っ
た
斉
藤
隆
夫
議
員
の
除
名

は
、
ま
さ
に
山
本
議
員
へ
の

評
価
と
共
通
し
て
い
る
▼
私

た
ち
は
、
原
発
も
戦
争
へ
の

道
も
許
さ
ず
闘
う
。
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第３４２号

山
本
太
郎
参
議
院
議

員
が
天
皇
陛
下
に
手
紙

を
渡
し
た
事
に
対
し
、

マ
ス
コ
ミ
各
社
は
一
斉

汽 笛

http://www.geocities.jp/jrtoukairou/

〒145-0061 東京都大田区石川町1-14-11
グリーンヒルズ大岡山102号
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ＪＲ東海労働組合

発行人 淵上 利和
編集人 高山 浩

的
で
あ
り
反
対
で
あ
る
。
労

働
組
合
が
脱
原
発
運
動
の
先

頭
に
立
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。

夜
の
懇
親
会
で
は
、
前
参

議
院
議
員
平
山
誠
氏
が
激
励

に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

翌
日
は
、
新
幹
線
関
西
地

本
多
田
さ
ん
よ
り
、
中
国
平

和
研
修
、
御
巣
鷹
山
慰
霊
の

取
り
組
み
、
静
岡
地
本
渡
辺

書
記
長
よ
り
地
労
委
闘
争
の

教
訓
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

本
部
か
ら
は
、
木
下
副
委

員
長
が
「
労
働
者
保
護
ル
ー

ル
の
改
悪
を
通
じ
た
安
倍
政

権
の
め
ざ
す
も
の
」
と
題
し

た
問
題
提
起
を
行
い
ま
し

た
。
木
下
副
委
員
長
は
、「
か

つ
て
米
国
が
日
本
に
規
制
緩

和
と
市
場
開
放
を
求
め
て
い

た
内
容
が
、
現
段
階
に
な
っ

て
現
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
Ｔ

Ｐ
Ｐ
で
あ
り
、
労
働
規
制
緩

和
で
あ
る
。
正
社
員
で
も
限

定
正
社
員
に
変
え
る
こ
と
が

で
き
、
地
域
で
仕
事
が
な
く

な
れ
ば
い
つ
で
も
解
雇
が
で

き
る
と
い
う
法
改
正
が
現
実

的
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
悪

法
を
通
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
両
日
と
も
活

発
な
意
見
交
換
を
行
い
、
セ

ミ
ナ
ー
は
成
功
裡
に
修
了
し

ま
し
た
。

希代の悪法！直ちに廃案！
ＳＴＯＰ！秘密保護法11．21大集会

反
リ
ニ
ア
！
反
原
発
！
労
働
規
制
緩
和
反
対
！

主催者挨拶を行う淵上委員長

２
０
１
３
年
度
組
合
員
セ
ミ
ナ
ー
開
催



ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
各
種
サ

ー
ク
ル
行
事
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
組
合
員
・
家
族
が
参

加
し
ま
し
た
。

登
山
部
は

月

～

11

14

15

日
、
岐
阜
県
養
老
町
で
第
18

回
登
山
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
初
日
は
、
養
老
温
泉
「
ゆ

せ
ん
の
里
」
に
宿
泊
し
、
焼

き
肉
宴
会
で
懇
親
会
を
行
い

ま
し
た
。

翌
日
は
、
残
念
な
が
ら
養

老
山
登
山
は
断
念
し
ま
し
た

が
、
養
老
の
滝
ま
で
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
行
っ
た
後
、
元
関

ヶ
原
町
議
で
Ｏ
Ｂ
の
楠
さ
ん

の
案
内
で
、
関
ヶ
原
古
戦
場
、

歴
史
民
族
資
料
館
を
見
学

し
、
西
軍
大
将
石
田
三
成
陣

跡
「
笹
尾
山
」
に
登
り
ま
し

こ
れ
ま
で
何
度
か
の
廃
案

と
取
り
下
げ
が
繰
り
返
さ
れ

た
「
交
通
基
本
法
」
が
、
名

前
を
変
え
て

月

日
、
参

11

27

議
院
本
会
議
で
「
交
通
政
策

基
本
法
」
が
可
決
・
成
立
し

ま
し
た
。
私
は
、
前
日
の
26

日
、
参
議
院
国
土
交
通
委
員

会
で
「
交
通
政
策
基
本
法
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

本
来
、
交
通
基
本
法
で
定

め
る
べ
き
は
、
老
若
男
女
、

障
害
を
お
持
ち
の
方
も
そ
う

で
な
い
方
も
、
地
方
に
住
も

う
が
都
市
部
に
住
も
う
が
、

必
要
に
応
じ
て
人
が
移
動

し
、
そ
し
て
物
が
輸
送
で
き

る
、
そ
う
い
う
社
会
を
確
立

す
る
た
め
の
法
律
で
あ
る
べ

き
で
す
。
そ
の
観
点
か
ら
、

将
来
的
に
「
移
動
権
」
を
議

論
す
る
余
地
を
残
す
べ
き
で

あ
る
、
と
主
張
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
東
日
本
大
震
災

後
の
復
興
や
復
旧
は
遅
々
と

し
て
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
同

時
に
将
来
展
望
に
不
安
を
抱

え
る
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
な
ど

を
考
慮
し
、
総
合
的
な
交
通

政
策
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
Ｊ

Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東
海
労
と
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
利
用

者
の
た
め
の
総
合
交
通
政
策

実
現
に
向
け
奮
闘
し
て
い
き

ま
す
。

さ
て
、
時
を
同
じ
く
し
て

「
特
定
秘
密
保
護
法
」
が
11

月

日
、
衆
議
院
を
通
過
し

26
ま
し
た
。
衆
議
院
段
階
で
の

審
議
・
採
決
の
過
程
で
、
数

に
も
の
を
い
わ
せ
た
与
党
の

や
り
方
に
は
怒
り
す
ら
覚
え

ま
す
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
「
特
定

秘
密
保
護
法
」
は
、
全
く
必

要
の
な
い
も
の
で
す
。
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
多
く
の
市
民

・
有
識
者
の
皆
さ
ん
が
懸
念

さ
れ
る
危
険
性
を
は
ら
ん
だ

法
律
案
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
悪
法
が
い
よ
い
よ
参

議
院
で
の
議
論
が
始
ま
り
ま

し
た
。
い
ま
、
議
員
会
館
前

で
は
毎
日
抗
議
行
動
が
続
い

て
い
ま
す
。
私
は
、
「
特
定

秘
密
保
護
法
」
の
廃
案
に
向

け
て
、
皆
さ
ん
と
共
に
奮
闘

す
る
所
存
で
す
。
共
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
！

（２）第３４２号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１３年（平成２５年）１２月１日

第

回
登
山
大
会

18 月

日
、
大
阪
第
二
運

11

20

輸
所
分
会
竹
本
真
一
さ
ん
、

前
田
稔
さ
ん
は
、
今
年
の
夏

季
手
当
で
５
％
カ
ッ
ト
さ
れ

た
の
は
不
当
だ
と
し
て
、
減

額
分
の
返
還
を
求
め
て
大
阪

地
方
裁
判
所
に
労
働
審
判
を

申
し
立
て
ま
し
た
。

新
幹
線
関
西
地
本
は
、
２

名
を
全
力
で
支
援
し
て
い
く

た
め
に
集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
の
理

由
は
、
添
乗
時
の
注
意
や
乗

務
報
告
書
の
記
載
漏
れ
と
い

っ
た
誰
に
で
も
あ
り
得
る
事

象
で
す
。
２
名
は
決
意
表
明

で
、
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
の
た

め
の
「
あ
ら
探
し
添
乗
」
の

実
態
を
暴
露
し
闘
う
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

不
当
な
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
を
許
さ
な
い
ぞ
！

大
二
運
分
会
・
竹
本
さ
ん
、
前
田
さ
ん
労
働
審
判
に
申
し
立
て
！

第

回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

22
第

回
テ
ニ
ス
大
会

22バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
と
テ
ニ

ス
部
は

月

～

日
、
熱

11

20

21

海
市
網
代
で
第

回
バ
レ
ー

22

ボ
ー
ル
大
会
及
び
テ
ニ
ス
大

会
を
合
同
で
開
催
し
ま
し

た
。初

日
は
、
開
会
式
及
び
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。
特
別

講
演
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
浦
和

車
掌
区
分
会
佐
々
木
委
員
長

よ
り
「
え
ん
罪
Ｊ
Ｒ
浦
和
電

車
区
事
件
の
判
決
ま
で
の
闘

い
の
報
告
」
を
、
本
部
高
山

教
宣
部
長
よ
り
「
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
建
設
反
対
の
闘

い
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

受
け
ま
し
た
。

翌
日
は
、
バ
レ
ー
、
テ
ニ

ス
共
に
白
熱
し
た
プ
レ
ー
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

スポーツの秋！
各サークル行事開催

田
城
議
員便

り

竹本さん、前田さんと関西の仲間たち（大阪地裁前にて）

た
。

「リニアはペイできない（赤字だ）」
山田社長発言に対する申し入れ

会社は労使協議を拒否！
11月18日、本部が申し入れた『申第21号』の窓口回

答で、会社は労使協議を拒否したため、本部は抗議し

ました。詳細は『業務速報』№891を参照して下さい。

年末手当、不満ながら妥結

3.0ヶ月、12月10日準備出来次第
本部は、年末手当の回答に不服として再申し入れを

行い、交渉に臨みましたが、新たな進展はないと判断

し、11月18日15時妥結しました。詳細は、『業務速報』

№890及び見解を参照して下さい。


